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貴職におかれましては、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。

また、日頃より農業委員会活動に格別の御理解、御協力をいただき、厚くお礼申し上げます。

４月に本庄・西郷地区を中心に発生した凍霜害や８月の高温障害などにより、本市農産物に大きな被害が発生しているほか、国際情勢の不安定化や円安の影響等による原油、原材料、資材価格の高騰等により、本市の基幹産業である農業は極めて厳しい状況下にあり、営農意欲等が減退し、営農を断念される農家が増えることが危惧されます。
市におかれましては、農業者が今後も安心して営農を継続できるよう、各種の支援策及び所要の予算措置に、特段の御配慮を賜りますよう、農業委員会等に関する法律第３８条第１項の規定に基づき、ここに意見書を提出いたします。
＜ 農地等の利用の最適化の推進に関する施策について ＞
１　農地の有効利活用について

農家の高齢化、後継者不足などにより遊休農地が増加しており、特に最近は、基盤整備済みの水田や樹園地に遊休農地が見受けられるようになりました。農家の年齢構成を考えると、ますます増加することが懸念されます。
令和４年５月の農業経営基盤強化促進法等の改正により、将来の農地の利用を明確化する地域計画を令和７年３月末までに市町村が策定することが義務付けられ、農業委員会においては目標地図の素案の作成を担うことになりました。地域計画の策定にあたっては、農業者や関係団体からの意見等を踏まえ、目指すべき将来の農地利用の姿を明確化するとともに、計画の達成に向けて引き続き本農業委員会と連携しながら農地の有効利活用を推進くださるようお願いします。
また、東・宮生地区での基盤整備の実施に向けて上山南部地区農地整備推進協議会が設立されておりますので、基盤整備事業の円滑な推進について特段のご配慮をお願いします。
＜ 農林業施策について ＞
２　農林関係の補助金について
国際情勢の不安定化や急激な円安の影響等により、農業生産に欠かすことのできない燃料や飼料、肥料など各種生産資材の価格は上昇しており、農業経営を強く圧迫しております。
また、農業用機械の価格も上昇していることから、各種機械の購入に対する補助制度について予算及び補助額の増額をお願いします。
３　水田の利活用について
本市の水田利活用については、中山間地域においてはそばを中心に作付けされておりますが、今後、５年間に一度も水張りが行われていない場合は、水田活用の直接支払交付金の対象外となることから、そばの栽培が困難となり遊休農地化する恐れがありますので、今後の水田利活用に対する支援等について特段のご配慮をお願いします。
４　有害鳥獣対策について
豚熱の発生等によりイノシシの被害は減少しておりましたが、徐々に増加に転じております。有害鳥獣対策には電気柵が有効であることから、設置補助について通年受付及び予算を確保するとともに、広域の取組への支援をお願いします。
５　新規就農者への支援について
最近の生産資材や農業用機械の値上がりにより、営農開始にあたり多額の初期投資が必要となる新規就農者は大きな打撃を受けております。新規就農者の初期投資に対する補助制度を拡充するとともに、農業用機械の承継やシェアリング制度の創設について検討をお願いします。

６　中山間直接支払制度について
中山間直接支払制度が第５期の最終年を迎えます。高齢で耕地の草刈作業が困難な方が、交付金の個人配分を活用して他の人に作業を委ねることができるなど、中山間地で農業を営むには欠かせない制度となっておりますので、制度の継続について特段のご配慮をお願いします。
７　上山市特産品農地マップの作成について
市内においては、それぞれの地域で栽培に適した作物が特産品として産地化されております。新規就農者を栽培適地に誘導し、生産する農産物の品質向上や経営の安定化を図るため、市内における特産品農地マップを作成くださいますようお願いします。
